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●様式9 Excel表

精神科急性期等精神入院基本料 精神療養病棟入院料



様式９（勤務実績表）
勤務実績表は、歴月１か月の実績で計算する。
月平均夜勤時間数に限って「歴月１か月」か「４週間」

●入院基本料は、病棟種別単位で区分。
例えば、精神病棟入院基本料が２病棟ある場合
①２病棟をまとめてひとつの届出単位として書類を作成します。
②２病棟全体で要件を満たして届出は行いますが、それぞれ
病棟に看護要員を傾斜配分することは可能です。

●特定入院料は、病棟単位で算定する。
精神科急性期治療病棟、精神療養病棟など
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様式９（勤務実績表） １
１．入院基本料・特定入院料の届出

（１）「作成年月日」 作成した日（勤務確定後の日にち）
（２）「保険医療機関名」 病院名を記載。

病棟種別ごとの届出の場合、病棟名も記載した方が
管理し易い （例 ●●病院●●病棟）

（３）「届出入院基本料・特定入院料（届出区分）」
精神病棟入院基本料、精神療養病棟入院料、
精神科急性期治療病棟入院料（１） など配置区分を直接入力

「  対１」
・精神病棟入院基本料 その看護配置を記載
・精神療養病棟 看護配置・看護補助配置 15対１
・精神科急性期 看護配置（13、15対１）、看護補助配置（30対１）
・認知症治療病棟 看護配置（20、30対1）、看護補助配置（25対1）
・精神科救急入院料 看護配置（10対1）

（４）「□ 病棟ごとの届出」

⇒医療資源の少ない地域に属する保険医療機関の場合のみ
5
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様式９（勤務実績表） ２
（５）「本届出の病棟数」 届出病棟数を入力
（６）「本届出の病棟数」 届出病棟の病床数の合計
（７）「□ 入院基本料 ・特定入院料の届出区分の変更なし」

⇒入院基本料等の届出区分の変更がない場合は□欄にカーソルを置いて
クリック

２．看護要員の配置に係る加算の届出
（１）「夜間看護配置加算・看護補助体制充実加算」（療養病棟入院基本料

の注12）
（2）「急性期看護補助体制加算の25対１～75対１の届出区分」
（３）「急性期看護補助体制加算の夜間３０対１～夜間１００対１の届出区分
（４）「看護配置加算」

A213 看護配置加算は、 地域一般入院料３又は 15 対 1 以下の 精神 
病棟、結核病棟、障害者施設 等入院基本料が看護師配置割合を７割
以上にした場合に届出可能です。

（５）「看護配置加算」（地域包括ケア病棟入院料の注３）
（６）「看護補助配置加算・看護補助体制充実加算」（地域包括ケアの注）
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様式９（勤務実績表） ３
（７）「看護職員夜間配置加算」（地域包括ケアの注７）
（８）「看護補助加算・看護補助体制充実加算 」（障害者施設等入院の注）
（９）「看護職員夜間配置加算１２対１の１，２，１６対１の１，２，の届出区分」

（１０）「看護補助加算１～３の届出区分」
A214 看護補助加算は、 地域一般入院料又は 13 対 1 以下の入院

基本料の 精神病棟、結核病棟、障害者施設のみが該当します。
（１１）「夜間７５対看護補助加算」
（１２)「看護職員夜間配置加算」（精神科救急入院料の注５）

A 311 精神科救急入院料の注 ５ の看護職員夜間配置加算を届け出る
場合に使用します

（１３）「看護職員夜間配置加算」（精神科救急入院料の注５）
A 311－ 3 精神科救急・合併症入院料の注５の看護職員夜間配置
加算を届け出る場合に使用します。

（１４）「認知症夜間対応加算」（認知症治療病棟入院料の注）
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様式９（勤務実績表） ４
３．入院患者の数及び看護要員の数

① 1日平均入院患者数 〔A〕 ※小数点以下切り上げ （算出期間）
届出時直近１年間の1日平均入院患者数 「６月分」なら６月まで

② 月平均１日当たり看護職員配置数（実績値） ※小数点第２位以下切り捨て
＝ Ｃ／（日数×８） C:看護職員の時間数

『月延べ勤務時間数』時間（実績値）
1日看護配置数（必要数） ＝ （Ａ／配置区分の数）×３
「１日平均看護配置数」を満たす「月延べ勤務時間数」（基準値）

参考例） 必要数 A=52人、配置区分 15：１、月３０日 とすると
１日看護配置数は

（52÷15）×３＝１０．４ ⇒ 11人
「１日平均看護配置数」を満たす「月延べ勤務時間数」は

11×8×30＝2,640時間
必要な職員数は、

１日８時間・月２０日勤務 2640÷20÷8＝16.5人
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様式９（勤務実績表） ５
●入院基本料

② 月平均１日当たり看護職員配置数（実績値）
※小数点第２位以下切り捨て ＝ Ｃ／（日数×８）

（参考） 月平均１日当たり看護職員配置数（参考）
③ 看護要員中の看護職員の比率 ・ 月平均１日当たり配置数
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●精神療養病棟入院料
②-1 月平均１日当たり看護職員配置数（看護職員+看護補助者）（実績値）

※小数点第２位以下切り捨て
＝ （Ｃ+G）／（日数×８） G;看護補助者の時間数

（参考） 月平均１日当たり看護職員配置数（参考）
②-2 月平均１日当たり看護職員配置数（看護職員）

※小数点第２位以下切り捨て
＝ Ｃ／（日数×８）

③-1 看護要員中の看護職員の比率
③-2 看護職員中の看護師の比率



様式９（勤務実績表） 3
③ 看護職員中の看護師比率

（月平均１日当たり看護職員配置数のうちの看護師数
÷１日看護職員配置数）

計算） 看護師月総勤務時間数÷
 「１日平均看護配置数」を満たす「月延べ勤務時間数」

計算例） ５４０時間÷2,640時間 ＝ 20.4545 ⇒ 20.4％

●看護師比率
精神病棟入院基本料（10：1、13：1） 70％以上
精神病棟入院基本料（15：1） 40％以上
精神病棟入院基本料（18：1、20：1） 20％以上（経過措置）
精神療養病棟入院料 20％以上
認知症治療病棟入院料 20％以上
精神科急性期治療病棟入院料 40％以上 
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様式９（勤務実績表） 3
④ 平均在院日数 ※少数点以下切り上げ

算定基準に関係しなくても数字をいれる。
算出期間は、届出の実績月を含む直近の３か月間となる。
※ 10月に届出を行う場合は、７月から９月までが算出期間
※ 届出が済み、様式９を管理に使う場合は、 １０月は、「８月から１０月

までの期間」で と指導される場合がある。

⑤ 夜勤時間帯」（16時間） 時 分 ～ 時 分
各病院で定めた16時間の夜勤時間
※１ 夜勤時間は、 午後10時から翌日の午前５時までを含めた連続す

る16時間の夜勤時間帯を設定し、その時間帯の始めと終わりの時刻
を記載する。

※２ 「夜勤時間帯」以外の時間帯が｢日勤帯｣とみなされるので、１日
24時間は、「夜勤時間帯」 16時間 と｢日勤帯｣ ８時間 とに区分され
る。
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様式９（勤務実績表） 3 ※基本的事項

「夜勤時間帯」（16時間） について

「夜勤時間帯」を 16時３０分から翌8時30分 とし、
「日勤」勤務者の就業時間   8時３０分 から １７時３０分
「夜勤」勤務者の就業時間 １６時から９時 の例では、

●計算上
「日勤」勤務者は、 日勤８時間、夜勤１時間の勤務となる。

８時３０分 から １６時３０分 までが、「日勤帯勤務」 ８時間
１６時３０分 から １７時３０分 までが、「夜勤時間帯」１時間

「夜勤」勤務者は、
夜勤入りの日が 日勤0.5時間、夜勤7.5時間
夜勤明けの日が 夜勤8.5時間、日勤0.5時間 となる。

１６時から １６時３０分 までが、「日勤帯勤務」 0.5時間
１６時３０分 から 24時まで 「夜勤時間帯」 7.5時間
０時 から ８時３０分 まで 「夜勤時間帯」 8.5時間
8時３０分 から 9時 まで 「日勤時間帯」 0.5時間
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様式９（勤務実績表） 3
⑥ 「月平均夜勤時間数」 □時間 （自動計算）

月平均夜勤時間数＝

⑦ 月平均１日当たり 当該入院料の施設基準の最小必要人数以上の
看護職員配置数 （自動計算）

⑧ 「月１日当たり看護補助配置数」 □人（実績値） （自動計算）
（参考）看護補助者配置数（必要数） □人（基準値）

（A／配置区分の数）×３
看護補助加算１（30：1）、加算２（50：1）、加算３（75：1）

⑨ 月平均１日当たり看護補助者夜間配置数 人（実績値）
⑩ 月平均１日当たりの主として事務的業務を行う看護補助配置数

今月の稼働日数
※ 暦月１カ月の日数を記入する。ただし、 月平均夜勤時間数の算出期間

を４週間とする場合は、 28 日と記入する。
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夜勤従事者の実人員数

夜勤従事者の延べ夜勤時間数

７２時間
以内



様式９（勤務実績表） ４
４．勤務実績表《看護職員表》

看護師及び准看護師は【看護職員表】に記載し、看護補助者は【看護補
助者表】に記載し、勤務時間数等は別々に集計します。

精神療養病棟入院料のように、看護職員と看護補助者の合計で
「看護職員配置数」が決まっているものも、別々に入力する。

（１） 「種別」欄 ⇒ プルダウンメニューより、「看護師」「准看護師」を選択
（２） 「病棟名」欄 ⇒ 病棟名を記入
（３） 「氏名」欄 ⇒ 氏名をフルネームで記入
（４） 「雇用・勤務形態」欄 ⇒

※1  ｢常勤｣「短時間」｢非常勤｣の該当欄に｢１｣を入力する。
※２  短時間勤務制度を導入している医療機関の短時間正職員の

場合は、「短時間」に「１」を入力する。
※３ 日勤帯 ・ 夜勤帯の 区別なく、 他部署（外来含む） との兼務者 、

 「専任」の要件に係る 業務に従事する者 は、合わせて「他部署
兼務」の欄に、「１」を入力する。 15



様式９（勤務実績表） ４
（５） 「夜勤の有無」欄 ⇒ 入力不要

「夜専」（夜勤専従者のこと） ⇒ 夜勤専従者は「１」を入力する。
（６） 「夜勤従事者数への計上」 ⇒ 入力不要
（７） 「日付別の勤務時間数」欄

⇒ 上段に「病棟日勤」、中段に「病棟夜勤」、下段に「総夜勤」の
勤務時間数を入力する。

・勤務時間に分単位がある場合は１００分率で記入。８時間１５分は
８．２５と入力するか、「８＋１５／６０」と入力する。

・勤務時間数は、所定の休憩時間、夜勤中の仮眠時間や食事時間
も含みます。ただし、所定の勤務時間数を超えて行われた時間外
勤務は、含みません。

・病棟外で行われる会議・研修等は、病棟勤務時間数として含める事は
出来ません。ただし、入院基本料等の「院内感染防止対策に関する基
準」、「医療安全管理体制に関する基準」を満たすために必要な院内
感染防止対策委員会、安全管理のための委員会、褥瘡対策に係る
委員会及び安全管理の職員研修に参加する時間帯に限り、棟の勤務
時間数に含むことが可能です。
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様式９（勤務実績表） ４
（７） 勤務の引き継ぎのための申し送り時間については、下記のいずれかの

方法を病院が選択することができます。ただし、同一入院基本料単位
かつ月単位での選択となります。
ア．申し送りをする側もされる側も勤務時間数に含める。
イ．申し送りをする側（送る側）の勤務時間数を除外

（エクセル表に入力しない）し、申し送りをされる（受ける）側の
勤務時間数は含める。

ただし、勤務時間数の計上は勤務実態に応じて行われる為、一部職員
間での申し送りの際に、看護提供している看護職員は勤務時間数として
含めることも可能です。
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様式９（勤務実績表） ４
（８） 右端「月延べ勤務時間数」 ⇒ 入力不要
（９） 右端「再掲）月平均夜勤時間数の計算に含まれない者の夜勤時間数」

⇒ 入力不要 夜勤に計上されない「夜勤専従者」及び「急性期
病棟の16時間未満の者 その他の病棟の８時間未満の者」の
夜勤時間数が表示される。

（１０） 「職種別月勤務時間数」欄 ⇒ 入力不要
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様式９（勤務実績表） ５
５．勤務実績表《看護補助者表》

（看護補助者の配置を評価する点数）
○入院基本料

A101療養病棟入院基本料、 A106 障害者施設等入院基本料 
○入院基本料等加算

A207-3 急性期看護補助体制加算、 A214 看護補助加算
○特定入院料

A306 特殊疾患入院医療管理料（看護職員と看護補助者の合計数）
A308 回復期リハビリテーション病棟入院料（看護補助者30対１以上）
A308-3 地域包括ケア病棟入院料の「看護補助者配置加算」
A309 特殊疾患病棟入院料（看護職員と看護補助者の合計数）

A311-2 精神科急性期治療病棟入院料（看護補助者30対１以 上）
A312 精神療養病棟入院料（看護職員と看護補助者の合計数）
A314 認知症治療病棟入院料（看護補助者25対１以上）
A318 地域移行機能強化病棟入院料（看護職員と看護補助者の

合計数）
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様式９（勤務実績表） ５
（１） 「看護補助者の業務」以外の欄 ⇒

※１ 看護職員表の入力の手順に準じて入力する。
※２ 看護補助者表には、見なし看護補助者（看護職員の配置要件を

 満たした上で、超過している看護職員を看護補助者として見な
す場合）を記載しない。 みなし看護補助が認められている場合
は 、 必要配置数を超える看護職員数を自動的に看護補助者
としてカウントする。

（２） 「看護補助者の業務」欄
⇒ 主として事務的業務を行う看護補助者について 「 １」を入力

※１ 「主として事務的業務を行う看護補助者」とは、「総勤務時間数
のうち事務的業務が５割以上を占める看護補助者」を言う。
この場合の事務的業務とは、「看護職員が行う書類・ 伝票の整
理及び作成の代行、診療録の準備等」であり、医師事務作業補
助体制加算で評価している職員は主として事務的業務を行う看
護補助者にはならない。なお 、 日付別の勤務時間数欄には、 当
該病棟において事務的業務以外の業務を行った時間数も含めて、
当該看護補助者の勤務時間数を記入さい。
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様式９（勤務実績表） ５
※2 配置数の上限［（ A/200 ）×３）］を超える主として事務的業務

を行う看護補助者は様式９に入力しない。
※３ 総勤務時間数のうち事務的業務が５割未満の場合は、「１」を

入力せず、 通常の看護補助者として記載する。
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様式９（勤務実績表） 6
6．集計表
（１） 「夜勤従事者数（夜勤ありの職員数）[B]」

※ 看護職員の夜勤従事者数への計上の合計が自動的に表示
（２） 「月延べ勤務時間数（C） （上段と中段の計 ）」

※ 月勤務時間数の 、 上段と中段の計が自動的に表示
（３） 「月延べ夜勤時間数」〔Ｄ－Ｅ〕

※ 「月延べ夜勤時間数の計」〔Ｄ〕から「月平均夜勤時間数の計算に
含まない者の夜勤時間数 」 〔Ｅ〕を差し引き、その結果が自動的に表示

（４） 「月延べ夜勤時間数（Ｄ）（中段の計）」
※ 病棟夜勤時間数が自動計算

（５） 「月平均夜勤時間数の計算に含まない者の夜勤時間数 〔 E 〕」 
※「夜勤専従者及び月の夜勤時間数が急性期一般入院料又は ７対１
及び10対１入院基本料においては16時間未満の者（短時間正職員の
場合は12時間より短い者)、その他の入院 基本料においては８時間

未満の者」の夜勤時間数を再掲し、〔Ｅ〕欄に自動的に表示
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様式９（勤務実績表） 6
6．集計表
（６） 「（再掲）主として事務的業務を行う看護補助者の月延べ勤務時間数

の計〔F〕」
※ 主として事務的業務を行う看護補助者の月延べ勤務時間数が再掲

（７） 「１日看護配置数（必要数） 」
※ 〔（Ａ ／届出区分の数 ×３〕 により１日看護配置数（必要数基準値）
 が自動計算される。

（８） 「月平均１日当たり看護配置数 」
※ 〔Ｃ／（日数 × ８）×３〕 により月平均１日当たり看護配置数の

実績数が自動計算される。
（９） 「主として事務的業務を行う看護補助者配置数（上限）」

※ 〔（A／200〕× ３〕 により 、 主として事務的業務を行う看護補助者
配置数の上限が自動計算される。

（１０）「月平均１日当たりの主として事務的業務を行う看護補助配置数」
※ 看護補助者表の看護補助の業務欄において、「事務的業務」に

「１」を記載した看護補助者の月延べ勤務時間数が［F／（日数×３）］
自動計算
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様式９（勤務実績表） 6
6．集計表

［急性期看護補助体制加算・看護補助加算を届け出る場合の看護補助者の算出方法］

（11） 「看護補助者のみの月延べ勤務時間数の計」 〔Ｇ〕
※ 自動表示

（12） 「みなし看護補助者の月延べ勤務時間数の計」〔Ｈ〕
※ 看護職員の｢月延べ勤務時間数｣〔Ｃ〕と基準値（１日看護配置数×

８×日数）の差が「みなし看護補助者の月延べ勤務時間数の計」
〔Ｈ〕として自動表示

（13）  「看護補助者のみの月延べ夜勤時間数の計」〔 Ｉ 〕
※ 自動表示

（14） 「１日看護補助配置数」〔Ｊ〕
※ １日看護補助配置数〔Ｊ〕〔（Ａ／届出区分の数）×３〕の基準値が

 自動表示
（15） 「月平均１日当たり看護補助者配置数（みなし補助者含む）」

※ 「月平均１日当たり看護補助者配置数（見なし看護補助者含む） 」
〔（Ｇ＋ Ｈ）／（日数×８ 時間）〕が自動表示
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様式９（勤務実績表） 6
6．集計表
（16） 「月平均1日当たり看護補助者配置数（みなし看護補助者除く)〔Ｋ〕」

※ 「月平均1日当たり看護補助者配置数（みなし看護補助者除く） 」
〔G／（日数×８）〕が自動表示

（17） 「夜間看護補助配置数（必要数）」
※ 「夜間看護補助配置数（必要数）」〔Ａ／届出区分の数 〕の基準値

が自動表示
（18） 「月平均１日当たり夜間看護補助者配置数」

※ 「月平均１日当たり夜間看護補助者配置数」〔Ｉ／（日数×16）〕が
自動表示

（19） 「看護補助者（みなし看護補助者を含む）の最小必要数に対する看護
補助者（みなし看護補助者を除く）の割合％」
※ 「看護補助者（みなし看護補助者を含む）の最小必要数に対する

看護補助者（みなし看護補助者を除く）の割合％」〔（K／J）×100〕
が自動表示
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お疲れ様でした。

 ※ わからない事はご遠慮なくお問い合わせ下さい。

                                
                          安田病院 沼田  TEL 022-256-5166

FAX 022-256-5180

shu-n@hospyd.com
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